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な

具

体

的

な

指

示

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

は

ず

で

す

。

・月
初
め
に
前
月
分
、
全
員
の
出
退
勤
時
刻

の
記
録
を
市
町
教
委
に
提
出
さ
せ
る
。

・基
準
を
超
え
た
時
間
外
労
働
の
教
職
員
の

具
体
的
な
業
務
内
容
を
確
認
さ
せ
る
。

・土
日
連
続
の
部
活
動
を
禁
止
し
、
最
低
で

も
月
４
日
以
上
の
休
日
を
と
ら
せ
る
。

・県
の
示
し
た
二
つ
の
運
動
に
つ
い
て
、
教
職

員
、
保
護
者
に
書
面
で
通
知
す
る
。

・

月

日
に
全
職
員
が
定
時
退
校
す
る
こ

11

21

と
を
保
護
者
に
周
知
す
る
。
管
理
職
に
全

職
員
の
退
校
を
現
認
さ
せ
る
。

・か
つ
て
の
指
定
休
の
よ
う
に
、
教
職
員
の
話

し
合
い
、
持
ち
回
り
に
よ
り
無
理
な
く
年
休

を
取
得
さ
せ
る
。

教

職

員

の

ワ

ー

ク･

ラ

イ

フ･

バ

ラ

ン

ス

の

た

め

に

は

、

自

分

の

私

的

な

人

生

と

生

活

を

充

実

さ

せ

、

健

康

な

心

身

の

状

態

を

保

つ

こ

と

が

今

、

必

要

で

す

。

そ

の

こ

と

は

必

ず

子

ど

も

た

ち

の

指

導

に

と

っ

て

プ

ラ

ス

に

働

く

で

し

ょ

う

。

育

的

」

で

「

子

ど

も

の

た

め

」

で

あ

っ

て

も

、

教

職

員

自

身

の

心

身

の

健

康

と

人

生

に

と

っ

て

マ

イ

ナ

ス

で

す

。

自

分

の

私

的

な

生

活

を

犠

牲

に

し

な

け

れ

ば

勤

め

ら

れ

な

い

よ

う

な

職

場

は

ダ

メ

な

職

場

で

、

誰

も

が

生

き

生

き

と

働

け

る

よ

う

に

労

働

条

件

を

改

善

す

る

具

体

的

な

方

策

が

必

要

で

す

。

ど

う

す

れ

ば

ど

う

す

れ

ば

ど

う

す

れ

ば

ど

う

す

れ

ば

実

現

実

現

実

現

実

現

す

る

の

か

す

る

の

か

す

る

の

か

す

る

の

か

教

員

教

員

教

員

教

員

の

ワ

ー

ク･

ラ

イ

フ･

バ

ラ

ン

ス

の

ワ

ー

ク･

ラ

イ

フ･

バ

ラ

ン

ス

の

ワ

ー

ク･

ラ

イ

フ･

バ

ラ

ン

ス

の

ワ

ー

ク･

ラ

イ

フ･

バ

ラ

ン

ス

市

町

教

委

、

管

理

職

は

、

こ

の

問

題

に

つ

い

て

ど

れ

ほ

ど

真

剣

に

取

り

組

ん

で

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

現

在

知

教

労

が

す

す

め

て

い

る

市

町

教

委

と

の

話

し

合

い

の

な

か

で

も

、

「

教

職

員

の

長

時

間

労

働

を

な

ん

と

か

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

と

い

う

基

本

的

な

方

向

性

は

一

致

す

る

の

で

す

が

、

具

体

的

に

ど

う

す

る

と

い

う

と

「

な

か

な

か

進

ま

な

い

」

「

難

し

い

」

で

止

ま

っ

て

し

ま

う

の

が

実

情

で

す

。

学

校

と

い

う

事

業

所

で

、

労

働

安

全

衛

生

に

責

任

を

負

う

の

は

市

町

教

委

で

す

。

校

長

・

教

頭

の

管

理

職

に

、

当

面

、

次

の

よ

う

北から南から ～～～～支部支部支部支部だよりだよりだよりだより～～～～

今年度、部活動がめっぽう強い学校に異動した。半年が過ぎ、そ

の強さの秘密は、豊富な練習量が支えているとわかった。多くの部

が土日返上、中には一日練習ということや、しかも夏休みの土日も

活動という部もあり、長年中学校教員をやってきた小生もこれには驚

いた。管理職からの指導も今のところ特にないようで、部活指導をや

りたい先生にとっては、大いにやりやすい学校であると思った。

もちろん先生たちが自主的に練習計画を立てたものであるし、生

徒指導上、部活に力を入れたい事情も分かる。

しかし生徒たちも先生たちも、土日の疲労回復や家族とのふれ合

い、また翌日の月曜日の精神状態は一体どうなんだろうと時々心配

になる。一生懸命がんばっている若い先生たちに対して、有閑居士

みたいな小生がとやかく言うことではないかも知れない。

しかし本音はどうなんだろう、精神的な疲れは残していないのだろ

うか。うつ病が多いこの時代、もうこれ以上同じ職場仲間を失いたく

ない。前任校では、土日連続部活動は試合でない限り自粛しようと

内規があった。県によってはすでに、第一第三日曜は自粛すること

と自治体レベルで決めているところもある。愛知県もなるべく早く帰

宅しよう、残業をなくそうとようやく大村知事が言い出したようで、これ

は推奨されるべきよい方向であると思う。 （Ｋ）

す

。

月

日

（

水

）

の

一

斉

ノ

ー

残

業

11

21

デ

ー

に

は

、

月

４

日

時

点

で

８

１

８

事

10

業

所

、

５

８

市

町

村

・

団

体

が

賛

同

し

て

い

ま

す

。

知

多

地

方

で

は

、

東

海

市

・

知

多

市

・

常

滑

市

・

半

田

市

・

阿

久

比

町

・

武

豊

町

・

美

浜

町

が

賛

同

自

治

体

と

な

っ

て

お

り

、

「

働

き

方

や

仕

事

の

進

め

方

の

見

直

し

を

促

し

、

心

身

の

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

や

家

族

と

の

団

欒

」

を

図

る

機

会

と

し

て

月

11

21

日

の

取

り

組

み

が

注

目

さ

れ

ま

す

。

教

職

員

教

職

員

教

職

員

教

職

員

・・・・

学

校

学

校

学

校

学

校

のののの

問

題

問

題

問

題

問

題

はははは

…………

!?!?!?!?

こ

の

運

動

に

よ

り

小

中

学

校

で

は

、

何

が

変

わ

る

で

し

ょ

う

か

。

教

職

員

の

異

常

な

長

時

間

労

働

は

か

ね

て

か

ら

指

摘

さ

れ

て

い

ま

す

。

情

報

公

開

で

得

ら

れ

た

出

退

勤

時

刻

の

記

録

で

も

、

月

時

間

を

超

え

る

時

間

外

労

働

が

100

存

在

し

、

一

部

の

中

学

校

で

は

月

時

180

間

と

い

う

教

員

も

い

て

、

過

労

死

レ

ベ

ル

を

遙

か

に

超

え

た

実

態

が

ご

く

身

近

に

存

在

し

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

働

き

方

は

「

異

常

」

な

の

で

あ

っ

て

、

た

と

え

そ

れ

が

「

教

私

の

学

級

に

は

、

自

閉

症

の

児

童

が

在

籍

し

て

い

る

。

自

閉

症

と

い

う

特

徴

か

ら

、

多

少

こ

だ

わ

り

が

あ

る

が

、

子

ど

も

た

ち

は

個

性

を

出

し

合

い

楽

し

く

過

ご

し

て

い

る

▼

一

日

の

は

じ

ま

り

は

、

知

的

障

害

、

情

緒

障

害

の

二

ク

ラ

ス

合

同

で

校

庭

の

草

取

り

。

初

め

は

乗

り

気

で

な

か

っ

た

子

ど

も

た

ち

も

、

回

数

を

重

ね

る

に

つ

れ

、

今

で

は

何

の

抵

抗

も

な

く

、

日

ご

と

に

草

取

り

が

上

手

に

な

っ

て

き

た

。

そ

し

て

、

毎

日

の

草

取

り

に

取

り

組

む

こ

と

で

集

中

力

が

出

て

き

た

。

ま

た

、

手

先

を

動

か

す

こ

と

で

体

の

緊

張

が

ほ

ぐ

れ

、

会

話

が

弾

ん

で

み

ん

な

が

笑

顔

に

な

る

。

教

師

に

と

っ

て

は

、

草

が

取

り

除

か

れ

、

き

れ

い

に

な

っ

た

所

を

見

て

子

ど

も

の

成

長

を

感

じ

る

瞬

間

で

も

あ

る

▼

次

に

、

教

室

に

戻

っ

て

勤

労

の

代

償

と

し

て

テ

ィ

ー

タ

イ

ム

。

お

し

ゃ

べ

り

を

し

な

が

ら

楽

し

い

一

時

を

過

ご

す

。

▼

あ

る

研

修

会

で

、

発

達

障

害

の

児

童

に

は

、

「

活

動

の

パ

タ

ー

ン

化

を

す

れ

ば

目

標

や

見

通

し

が

で

き

、

あ

ま

り

抵

抗

な

く

活

動

が

で

き

る

」

と

い

う

こ

と

を

学

ん

だ

。

そ

こ

で

、

朝

の

会

は

校

歌

で

始

ま

り

、

詩

の

朗

読

、

ラ

ジ

オ

体

操

、

ジ

ャ

ン

ケ

ン

ゲ

ー

ム

、

算

数

の

百

マ

ス

計

算

を

し

て

い

る

。

今

で

は

、

子

ど

も

が

音

楽

を

か

け

た

り

、

準

備

し

た

り

で

き

る

よ

う

に

な

り

う

れ

し

い

限

り

で

あ

る

。

こ

れ

か

ら

は

、

マ

ラ

ソ

ン

や

縄

跳

び

も

取

り

入

れ

て

い

こ

う

と

思

っ

て

い

る

。

（

Ｈ

）

県県県県

が

つ

く

っ

た

ポ

ス

タ

ー

で

す

か

が

つ

く

っ

た

ポ

ス

タ

ー

で

す

か

が

つ

く

っ

た

ポ

ス

タ

ー

で

す

か

が

つ

く

っ

た

ポ

ス

タ

ー

で

す

か

?!?!?!?!

愛

知

県

産

業

労

働

部

労

働

福

祉

課

は

、

ワ

ー

ク･

ラ

イ

フ･

バ

ラ

ン

ス

推

進

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

を

知

事

の

肝

入

り

で

実

施

し

て

い

ま

す

。

こ

の

中

で

民

間

労

働

者

、

公

務

員

に

関

わ

ら

ず

、

「

子

育

て

や

介

護

を

巡

る

問

題

、

心

の

健

康

の

確

保

な

ど

、

働

き

方

を

見

直

さ

な

け

れ

ば

解

決

し

な

い

様

々

な

問

題

」

に

対

処

す

る

た

め

、

「

愛
知
県
内

一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

運
動
」

と

「

有
給
休
暇
取
得
プ
ラ
ス
１
運
動
」

の

二

つ

が

提

起

さ

れ

て

い

ま

す

。

左

が

そ

の

広

報

ポ

ス

タ

ー

で

す

が

、

「

本
日

帰
郎
」

く

ん

と

「

休
暇
取
代
」

さ

ん

が

二

つ

の

運

動

の

推

進

役

と

な

っ

て

い

ま

す

。

県

が

つ

く

っ

た

ポ

ス

タ

ー

に

し

て

は

、

遊

び

ご

こ

ろ

の

あ

る

も

の

と

な

っ

て

お

り

、

単

な

る

通

知

だ

け

で

終

わ

ら

せ

な

い

「

本

気

」

が

感

じ

ら

れ

ま

ホ
ン
ト
に
何
と
か
し
よ
う
！
教
員
の
働
き
方

労

働

運

動

労

働

運

動

労

働

運

動

労

働

運

動

・・・・

教

職

員

組

合

教

職

員

組

合

教

職

員

組

合

教

職

員

組

合

がががが

示示示示

し

て

き

た

し

て

き

た

し

て

き

た

し

て

き

た

方

針

方

針

方

針

方

針

をををを

県

当

局

県

当

局

県

当

局

県

当

局

がががが

推

進

推

進

推

進

推

進

がんばれ！ 本日帰郎くん
ほ ん じ つ か え ろ うほ ん じ つ か え ろ うほ ん じ つ か え ろ うほ ん じ つ か え ろ う

ワーク･ライフ･バランス推進キャンペーン

11月21日(水) 愛知県内一斉ノー残業デー

時間外労働が前提の「仕事」

産休育休や療休などで、教諭が職場を離れた時、

代わりの先生が見つからないという事態が起きてい

る。とくに中学校では免許教科の関係で、見つから

ない教科は見つからない。「常勤講師はムリだが非

常勤ならば…」という方になんとかお願いして授業を

もってもらうというケースが増えている。

なぜ常勤講師はムリなのか。非常勤なら教科指導

･授業だけだが、常勤になったとたん朝と休日の部活

指導、生徒指導、行事の運営、校務分掌……、とい

った仕事がついてくるからだという。確かに非常勤に

は時間を超えて仕事を依頼しないよう配慮するが、

常勤には時間の配慮はないに等しい。

１２１号 ２０１２年１０月発行



文化祭文化祭文化祭文化祭でステージでステージでステージでステージ発表発表発表発表「「「「イルミネーションイルミネーションイルミネーションイルミネーション」～特別支援学級の取り組み～

先日、本中学校の文化祭が行われました。プログラムの中で、私が担任をしている特別支援学級の生徒たちが、ステージ上でイルミネーション作品発表

を行いました。文化祭での発表は、今回で２度目の挑戦でした。

知ってるつもり・Ｑ＆Ａ 有給休暇の取得率は？有給休暇の取得率は？有給休暇の取得率は？有給休暇の取得率は？

Ｑ テレビで「企業別の有給休暇取得率が発表された」というニュ

ースを見ました。このような調査があるのでしょうか。また、どのような

数値なのでしょうか。

A 有給休暇取得率は、東洋経済新報社が発行している『CSR企業

総覧』という雑誌に毎年、夏頃発表されます。ＣＳＲとは、企業の社

会的責任という意味のことばで、雇用している社員がどれだけ年次

有給休暇をとることができているかを公表することも企業の責任で

あるという考えに基づいて、この出版社に有給休暇取得率を公表

している企業、７６９社について掲載しています。

数値は、前年度からの繰り越し日数は数えず、その年度に付与

された日数をどれだけ消化しているかを表しています。また、たまた

まその年度だけ数値が上下することを防ぐため、過去３年間の平均

値で表されます。それによると……

① ダイハツ工業 １００.４％

② ホンダ １００.４％

③ 相鉄ホールディング ９８.９％

④ テイステック ９８.１％

⑤ トヨタ車体 ９８.０％

上位に自動車関連企業が目立ちますが、これは、企業努力と共

に、工場のラインを止めて一斉に休暇を取得することがしやすいことも

要因にあります。１００.４％というのは、前年度の未消化分を消化した

数値です。

全体の平均は、５０.６％で、全体的に小売業は低くなる傾向にあり

ます。わたしたち教員は、いったい何％くらいになるのでしょうか。

データで見る『教員の実態』第31回

『730、410、318』

今回は、いつもとは違った視点からのデータです。私たちが置

かれている労働条件に直結したものではありませんが、最近、新

規採用教員が増えているので、昨年度採用された教員について調

べてみました。

愛知県の教員採用者数と前歴

採用者数 新規 教職 民間企業 その他の

学卒者 経験者 等経験者 既卒者

小学校 730 388 238 43 61

中学校 410 186 175 20 29

高等学校 318 104 169 35 10

愛知県の採用種別教員採用倍率

受験者数 採用者数 倍率

小学校 2697 730 3.69

中学校 2532 410 6.18

高等学校 2407 318 7.57

養護教諭 522 70 7.46

栄養教諭 132 10 13.20

全国の学校種別採用倍率

倍率 最高 最低 全国平均

小学校 岩手県 32.38 富山県 2.58 4.49

中学校 鳥取県 23.53 大阪市 3.52 7.82

高等学校 京都市 22.29 川崎市 3.89 7.67

愛知県は、全国の中で考えると割合採用されやすい県であると

いえそうです。今年特に大きな独自加配があったわけではありま

せんので、講師の数を減らしていなければ、それだけ退職される

方が多かったとも予想できます。今年度、今までに知多管内で２

名の新任教員が退職しています。

◆イルミネーション

本学級の生徒たちがイルミネーションを制作するのは今年で通算

６年目になります。本校のある市の都市整備課が中心となって、毎

年、年末年始に駅のロータリー周辺をボランティアのみなさんとと

もにイルミネーションで飾っています。その一環で、本学級も作品

を制作し、飾らせていただきました。昨年度は震災の影響で中止に

なりましたが、今年は規模を縮小しつつも、行うことが決定したの

で、生徒たちも「うれしい！」と大喜びで取り組みました。

◆文化祭ステージ発表もドラマの連続！

文化祭での発表も、毎回ドラマです。スムーズにスマートに発表

が成功するのではなく、何かと事件がおこり、それを生徒たちは乗

り越えて発表をやり遂げてきました。

とくに１度目の発表では、本番で作品を運ぶ途中に電源コードを

足で踏んでしまって断線、苦労して完成させた作品の半分が点灯し

ませんでした。悔しがった生徒は教室で涙しました。「お父さんが

来てくれたから見てほしかった。」その言葉に私も、「次の全校集会

で、もう一度発表をさせてもらおう！」と提案し、先生方にお願い

をしました。集会で再び堂々と発表する生徒。もちろん、点灯は大

成功で、温かい拍手をもらうことができました。母親も見学に来て

くださり、喜んでいただけました。トラブルを克服して最後までや

り遂げる生徒の姿に、感動をもらいました。

◆制作の中で見られる子どもたちの成長

さて、このイルミネーションの制作、正直なところ大人でも

大変だと思う作業です。電球の一つひとつを針金で金網に取り

付けていきます。指も痛くなりますが、なんと言ってもその数

です！一つの作品に800球、２作品制作するので、合計1600

球を一つずつ取り付けていくのです。

ゴールが遠く感じる作業、毎年１年生は、集中することがで

きず、早々とあきらめる姿が見られます。そんな中、頑張るの

が先輩たち。例えば前年は10個しか付けられず、ついつい遊

んでいた生徒。それが２年生になったら、なんと一人で400

球も取り付けました。では、なぜ変身したのでしょうか？そこ

には、手本となる最上級生の存在があったのです。遊んでしま

う１年生の分を３年生が放課後も使って作業をしてくれたので

す。その姿を覚えていて、「今年は俺がやってやる。」と放課後

も一人残って作業をしていました。素敵なエピソードだと思い

ます。

特別支援学級は、１年生から３年生まで同じ教室で学びます。

日ごろからともに生活している分、後輩たちは先輩をお手本と

して学ぶことができ、先輩たちもそ

の自覚を深めることができます。こ

の点は、特別支援学級の大きな長所

だと思っています。これからも、活

動を通して生徒たちの心を耕してい

きたいと思います。 （Ｈ）
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